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　現在、県が持っている環境放射
線モニタリング車によって測定し
ています。
　通常はマキノ、今津地域の定点
において定期的に測定しており、
測定結果は県のホームページで公
表されています。現在のマキノ、
今津地域の放射線量は概ね１時間
あたり0.04マイクロシーベルト
程度で推移しています。
《モニタリング車の特徴》
①ワゴン型の車両で迅速に移動が
でき、どこでも測定できます。
②空中のγ(ガンマ)線、放射性ヨ
ウ素などが測れます
③測定したデータは携帯回線を通
じて伝送できます

　必要に応じ、県でサンプルを採
取し、県衛生科学センターにおい
て分析されます。この結果、摂取
制限値以上の放射性物質が測定さ
れた場合は、飲食の制限や出荷の
制限などの措置が講じられます。

●
放
射
線
測
定
器
材

　

空
気
中
の
放
射
線
の
測
定
お
よ
び

個
人
が
浴
び
た
積
算
放
射
線
量
を
測

定
で
き
る
測
定
機
材
を
市
役
所
お
よ

び
各
支
所
に
配
置
し
ま
す
。

●
安
定
ヨ
ウ
素
剤

　

放
射
性
ヨ
ウ
素
か
ら
の
内
部
被
ば

く
を
予
防
す
る
た
め
に
、
安
定
ヨ
ウ

素
剤
を
各
保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
し

て
い
ま
す
。
備
蓄
量
は
、
被
ば
く
の

影
響
の
あ
る
40
歳
以
下
の
全
市
民
の

１
回
分
で
す
。　
　

放射線測定の体制は
どうなっているの？

①
気
象
や
地
形
を
考
慮
し
た
災
害
想

　

定
や
避
難
区
域
の
設
定

②
監
視
体
制
の
強
化
・
充
実

　
　

既
設
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
の

　

速
や
か
な
再
稼
動
と
増
設
・
モ
ニ

　

タ
リ
ン
グ
カ
ー
の
常
備
と
専
門
ス

　

タ
ッ
フ
の
配
置

③
市
外
へ
の
大
量
避
難
に
対
応
す
る

　

避
難
場
所
の
県
防
災
計
画
へ
の
明

　

示
④
避
難
の
要
と
な
る
国
道
１
６
１
号

　

・
３
０
３
号
・
３
６
７
号
の
整
備

　

促
進
と
湖
上
輸
送
手
段
の
確
保

⑤
市
へ
の
迅
速
な
情
報
提
供
と
県
民

　

に
対
す
る
正
確
で
わ
か
り
や
す
い

　

情
報
の
発
信

⑥
原
子
力
事
業
者
と
隣
接
す
る
本
市

　

と
の
安
全
協
定
に
向
け
て
の
調
整

①
原
子
力
施
設
の
よ
り
一
層
の
安
全

　

確
保

②
監
視
体
制
の
強
化

③
災
害
時
の
情
報
伝
達
の
徹
底

④
情
報
提
供
と
説
明
責
任

⑤
原
子
力
災
害
対
策
に
関
す
る
法
律

　

等
の
見
直
し

⑥
情
報
の
提
供
と
連
携
の
強
化

⑦
安
全
協
定
の
締
結
に
向
け
た
検
討

⑧
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
へ
の
積
極

　

的
な
取
り
組
み

事業所名 事業者名 原子炉数

敦賀  発電所 日本原子力発電株式会社 2

美浜  発電所 関西電力株式会社 3

大飯  発電所 関西電力株式会社 4

高浜  発電所 関西電力株式会社 4

もんじゅ 日本原子力研究開発機構 1

ふげん
※役割を終え、　廃炉処置中

日本原子力研究開発機構 （１）

▼高島市周辺の原発

原
子
力
事
業
者
、
県
へ
要
望
等
を
行
う
と
と
も
に
、

原
子
力
防
災
の
組
織
対
策
を
強
化

防
災
資
機
材
等
の
確
保

○野菜や水などの汚染状況

○空気中の放射線

県
へ
の
要
望

原
子
力
事
業
者
へ
の

　
　
　

緊
急
申
し
入
れ

８
月
１
日
、

原
子
力
防
災
対
策
室
を
設
置

　

高
島
市
は
、
原
子
力
発
電
所
の
あ
る

福
井
県
に
隣
接
し
、
美
浜
原
子
力
発
電

所
や
大
飯
原
子
力
発
電
所
か
ら
約
20
㎞

の
距
離
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
万
一
、

原
子
力
発
電
所
に
大
き
な
事
故
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
多
大
な
影
響
が
及
ぶ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

市
の
原
子
力
防
災
対
策
の
強
化
を
図
る

た
め
に
、
８
月
１
日
付
で
政
策
部
内

に
原
子
力
防
災
対
策
室
を
設
置
し
ま
し

た
。
対
策
室
で
は
、
防
災
監
を
中
心
と

し
て
、
専
任
職
員
１
人
、
兼
任
職
員
１

人
の
３
人
体
制
で
、
高
島
市
の
地
域
防

災
計
画
（
原
子
力
対
策
編
）
の
見
直
し

を
は
じ
め
、
避
難
計
画
の
作
成
、
放
射

線
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
資
機
材
の
充

実
、
原
子
力
事
業
者
と
の
安
全
協
定
の

締
結
な
ど
に
つ
い
て
専
門
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原

発
の
事
故
を
受
け
、
国
内
最
多
15
基
の

原
子
力
施
設
が
あ
る
福
井
県
に
隣
接
・

隣
々
接
す
る
４
市
（
高
島
市
、長
浜
市
、

米
原
市
、
彦
根
市
）
で
、
４
月
22
日
、

関
西
電
力
株
式
会
社
、
日
本
原
子
力
発

電
株
式
会
社
、
日
本
原
子
力
研
究
開
発

機
構
の
３
事
業
者
に
対
し
、
安
全
対
策

の
強
化
な
ど
８
項
目
に
つ
い
て
、
緊
急

の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
14
日
に
は
、
知
事
に
対

し
、
原
子
力
発
電
施
設
の
安
全
対
策
に

関
す
る
次
の
６
項
目
に
つ
い
て
要
望
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
国
の
防
災
指
針
に
お
け

る
「
防
災
対
策
を
重
点
的
に
充
実
す
べ

き
地
域
の
範
囲
」（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
は
10
㎞

圏
内
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
福
島
第

一
原
発
の
事
故
を
受
け
、
国
の
基
準
の

見
直
し
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
決
定
ま
で
に
は
相
当
の
時
間

を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
高

島
市
は
、
福
井
県
の
原
子
力
発
電
所
か

ら
約
20
㎞
か
ら
50
㎞
圏
内
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
市
の
地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
国
の
基
準
見
直
し
を

待
た
ず
、
県
が
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
中

の
放
射
線
拡
散
想
定
を
基
に
避
難
計
画

を
具
体
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
対
策
室
で
は
、
今
後
、

原
子
力
事
業
者
や
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整
・
情
報
収
集
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
情
報
提
供
な
ど
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

h
原
子
力
防
災
対
策
室　

　
　

f（
２
５
）８
１
３
３


